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お
す
す
め
噺
家
ご
笑
介 

 

（
な
べ
さ
ん
の
落
語
談
義
） 

 

健
生
会
顧
問 

 

渡
邊 

一
雄 

（
三
遊
亭
大
王
） 

 

先
月
号
に 

つ
づ
い
て 

大
王
お
す
す
め
噺
家
を
ご
笑
介 

 

③ 

八
代
目 

 

桂
文
楽 

（
明
治
２
５
年
生 

昭
和
４
６
年
没
） 

 

名
人
の
そ
の
言
葉
に
似
合
う
ほ
ど 

由
緒
正
し
い
楷
書
の
芸
を
名
人
芸
と
し

て
残
し
た
。「
船
徳
」「
明
烏
」「
酢
豆
腐
」 

な
ど
絶
品
で
是
非
一
度
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
。
文
楽
の
真
面
目
さ
を
象
徴
す

る
話
が
あ
る
。昭
和
四
十
六
年
の
六
月
、

国
立
演
芸
場
の
高
座
で
ふ
と
あ
る
固
有

名
詞
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
沈
黙
。
会

場
は
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
。 

        

次
の
瞬
間
、
文
楽
は
「
又
勉
強
し
な
お

し
て
参
り
ま
す
」
と
最
敬
礼
し
て
引
き

下
が
っ
た
。
そ
れ
以
来
文
楽
は
一
切
落

語
を
せ
ず
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
他
界

し
た
。 

 
以
上
の
三
人
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た

昭
和
の
名
人
も
紹
介
し
た
い
。 

 

① 

五
代
目 

柳
家
小
さ
ん
（
平
成
１
４
年
没
） 

落
語
協
会
会
長 

落
語
家
と
し
て
初
の

人
間
国
宝
。
弟
子
に
柳
家
小
三
治
、
立

川
談
志
を
育
て
る
。「
長
短
」「
強
情
」

「
笠
碁
」
な
ど
、
こ
っ
け
い
噺
が
面
白

い
。
孫
は
柳
家
花
禄
。 

 

② 

十
代
目 

 

柳
家
小
三
治
（
昭
和
１
４
年
生
） 

柳
家
小
さ
ん
、
桂
米
朝
に
つ
い
で
落
語

界
で
は
三
人
目
の
人
間
国
宝
と
な
る
。

と
ぼ
け
た
口
調
や
間
合
い
に
特
長
が
あ

り
小
三
治
落
語
で
笑
う
至
福
は
落
語
聴 

        

き
冥
利
に
尽
き
る
。
キ
ッ
プ
が
な
か
な

か
取
れ
な
い
が
是
非
一
度
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
少
々
病
気
が
ち
で
出
演
は
少
な

い
。昨
年
落
語
協
会
会
長
を
辞
任
し
た
。 

 

③ 

四
代
目 

 

柳
家
市
馬
（
昭
和
３
６
年
生
） 

小
さ
ん
の
弟
子
。
平
成
２
６
年
に
落
語

協
会
会
長
に
就
任
。「
寝
床
」「
笠
碁
」

で
通
の
客
を
う
な
ら
せ
る
。
歌
が
う
ま

い
。三
波
晴
夫
の
俵
星
玄
審
が
十
八
番
。 

 

④ 

春
風
亭
小
朝
（
昭
和
３
０
年
生
） 

噺
が
う
ま
く
色
気
が
あ
り
人
を
引
き
つ

け
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
官
兵

衛
」
で
明
智
光
秀
を
演
じ
た
。 

 

⑤ 
 

桂
歌
丸
（
昭
和
１
１
年
生
） 

笑
点
の
司
会
。
落
語
芸
術
協
会
会
長
。 

怪
談
噺
が
う
ま
い
。
笑
点
の
歌
丸
で
な

く
落
語
の
歌
丸
に
な
り
た
い
だ
と
さ
。 

 

⑥ 

三
代
目 

 

桂
米
朝（
大
正
１
４
年
生 

９
０
才
） 

平
成
８
年
噺
家
二
人
目
の
人
間
国
宝
に

認
定
さ
れ
、
平
成
２
１
年
に
は
落
語
家

と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

も
と
も
と
落
語
評
論
す
る
学
究
肌
で
文

化
人
。「
百
年
目
」「
た
ち
が
れ
線
香
」

は
絶
品
。 

 

⑦ 

立
川
談
志
（
昭
和
２
１
年
生 

平

成
２
３
年
没
） 

志
の
輔
、
談
春
ら
一
門
は
６
０
人
。
立

川
流
は
拡
大
し
て
い
る
。
弟
子
以
外
に

も
ビ
ー
ト
た
け
し
、
爆
笑
問
題
も
育
て

る
。「
芝
浜
」
は
何
度
聞
い
て
も
聞
き
ほ

れ
る
。
天
才
。 

  

紙
数
が
無
く
な
っ
た
の
で
私
の
お
す

す
め
噺
家
の
名
前
だ
け
笑
介
し
ま
す
。 

「
古
今
亭
志
ん
朝
」
五
代
目
「
三
遊
亭 

圓
楽
」「
桂
文
珍
」「
桂
三
枝
」（
文
枝
）

「
立
川
志
の
輔
」「
柳
家
三
三
」
九
代
目

「
林
家
正
蔵
」「
古
今
亭
菊
之
丞
」「
三

遊
亭
歌
之
介
」「
春
風
亭
柳
昇
」「
春
風

亭
昇
太
」「
柳
家
喬
太
郎
」「
三
遊
亭
小

遊
三
」「
春
風
亭
一
之
輔
」「
三
遊
亭
圓

王
」（
私
の
師
匠
） 

ロ
ウ
ゴ
ハ 

ラ
ク
ゴ
デ 

ゴ
マ
ン
ゾ
ク 

お
あ
と
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
・
・
・ 

 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

  
   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

健 

生 

会 

 
 

 
 

 
 

ニ
ュ
ー
ス 
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健 
康 

便 

り 

  

「
世
界
遺
産
の
食
文
化
」 

健
康
長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

 
 

松
島 

勇
次 

 
 
 

 

地
中
海
沿
岸
の
世
界
は
、
ハ
ー
ブ
と

ス
パ
イ
ス
の
天
国
で
、
地
中
海
は
大
地

の
真
ん
中
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
す
。

古
代
よ
り
海
上
貿
易
が
盛
ん
で
、
夏
は

乾
燥
し
、
冬
は
湿
潤
と
な
り
オ
リ
ー
ブ

と
ぶ
ど
う
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
ギ
リ

シ
ャ
、
南
イ
タ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
の
北

部
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
西
部

の
共
通
す
る
料
理
は
、
独
特
の
気
候
風

土
が
生
み
出
し
た
自
然
の
恵
み
が
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
中
海
沿
岸
は
、

バ
タ
ー
よ
り
も
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使

い
新
鮮
な
魚
介
類
や
野
菜
な
ど
を
た
く

さ
ん
使
う
地
中
海
食
で
す
。
ア
メ
リ
カ

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ

ィ
レ
ッ
ト
教
授
は「
地
中
海
食
生
活
は
、

予
防
医
学
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
肉
類
を
最
低
限
に

抑
え
、魚
を
毎
日
摂
取
し
、チ
ー
ズ
は
、

加
工
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
で
は
な

く
腸
の
働
き
を
良
く
す
る
善
玉
菌
が
豊

富
な
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
で
す
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
、
健
康

を
与
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

優
れ
て
い
る
６
つ
の
理
由
。 

１
． 

食
事
内
容
が
鶏
肉
や
魚
中
心
で 

牛 
 

 

や
豚
な
ど
の
赤
身
肉
や
加
工
肉
の
摂
取
量

が
少
な
く
、
動
脈
硬
化
を
も
た
ら
す
飽
和

脂
肪
酸
が
少
な
い
。 

２
．野
菜
、豆
類
、イ
モ
類
の
摂
取
が
多
く
、

そ
れ
ら
の
植
物
性
食
品
に
含
ま
れ
る
食
物

繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
抗
酸
化
物
質
が
多
い
。                                   

３
．オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
効
能 

ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
葉
緑
素
、
オ
レ

イ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
、
酸
化
さ
れ
に
く

く
ほ
か
の
油
よ
り
長
期
保
存
が
可
能
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４
．
魚
を
多
く
摂
取 

特
に
青
背
の
魚 

 

青
背
魚
は
オ
メ
ガ
３
の
宝
庫 

細
胞
膜
に

不
可
欠
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５
．ナ
ッ
ツ
の
効
能 
オ
レ
イ
ン
酸
が
多
く 

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
豊
富
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
．
地
中
海
食
で
は
、
家
族
が
食
卓
を
囲
み

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
食
事
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
中
海
食
の
科
学
的
根
拠 

＊
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
論
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
２
０
４
２
件
あ
り 

＊
２
０
１
３
年
ニ
ュ
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
シ
ン
誌 

治
療
薬

を
使
わ
ず
地
中
海
の
食
事
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
疾
患
を
３

０
％
以
上
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。 

「
薬
を
使
っ
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
効
果
は
出

な
い
。」（
慈
恵
医
科
大
学
教
授 

浦
島
佳
） 

「
認
知
機
能
の
正
常
な
高
齢
者
に
地
中
海

料
理
の
食
事
を
実
賎
し
た
群
と
、
か
け
離

れ
た
食
事
を
し
た
群
に
分
け
認
知
症
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
調
査
。
地
中
海
食
の
食
事

を
し
た
群
は
、
軽
い
認
知
症
に
か
か
る
リ

ス
ク
が
２
８
％
低
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、

地
中
海
食
は
、
抗
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
食

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。」（
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学 

ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ー
メ
ス 

） 

   

        

● 

大
江
戸
花
め
ぐ
り
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

菅
原 

美
佐
子 

６
月
２
７
日
（
土
）
１
１
名
参
加
で

青
山
～
六
本
木
方
面
を
散
策
し
て
き
ま

し
た
。
大
江
戸
線
青
山
一
丁
目
の
改
札

口
で
市
川
先
生
と
待
ち
合
わ
せ
、
地
上

に
出
て
外
苑
通
り
を
渡
る
と
、
青
山
墓

地
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
見
え
た
。
明

治
時
代
に
名
を
馳
せ
た
著
名
人
の
墓
が

多
く
あ
る
。
そ
の
中
で
先
生
に
案
内
し

て
頂
い
た
の
は
、
東
郷
元
帥
の
家
族
、

乃
木
希
典
、
大
久
保
利
通
の
３
か
所
の

墓
を
巡
っ
た
。
ど
の
墓
も
広
々
と
し
て

木
々
の
緑
が
多
く
、
車
が
通
れ
る
位
の

道
路
の
両
側
は
桜
並
木
に
な
っ
て
い
る
。 

 

乃
木
坂
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、
乃
木

神
社
へ
と
向
か
っ
た
。
明
治
天
皇
が
崩

御
さ
れ
た
時
に
殉
死
し
た
乃
木
希
典
を

祀
っ
た
神
社
だ
。
隣
の
乃
木
公
園
は
乃

木
希
典
の
邸
宅
が
あ
っ
た
場
所
で
、
そ

の
敷
地
の
中
に
は
乃
木
夫
妻
が
自
刃
さ

れ
た
建
物
が
残
さ
れ
て
い
た
。 

 

大
分
歩
い
た
の
で
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
檜
町
公
園
で
ひ
と
休
み
し
た
。
こ

こ
は
前
に
も
休
憩
し
た
記
憶
が
あ
っ
た
。 

 

も
う
少
し
頑
張
っ
て
歩
こ
う
と
先
生

の
掛
け
声
で
、
赤
坂
氷
川
神
社
に
向
け

て
歩
い
た
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
職
員
や

家
族
が
住
む
広
大
な
敷
地
の
向
か
い
側

に
第
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
境
内
は
さ
ほ

ど
広
く
は
な
い
が
、
天
然
記
念
物
の
イ

チ
ョ
ウ
が
あ
り
、
幹
の
周
囲
が
７
・
５

ｍ
で
樹
齢
４
０
０
年
の
巨
樹
で
あ
る
。

建
立
さ
れ
る
１
０
０
年
前
頃
か
ら
生
育

し
て
い
た
ら
し
い
。 

 

十
一
時
も
過
ぎ
て
き
て
ラ
ン
チ
の
目

的
場
所
に
向
か
う
。
１
７
年
の
歳
月
を

か
け
て
日
本
初
の
大
規
模
再
開
発
で
出
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来
た
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
の
前
を
通
る
。
そ

し
て
六
本
木
一
丁
目
に
所
在
す
る
泉
ガ

ー
デ
ン
タ
ワ
ー
２
階
に
あ
る
「
四
季
七

草
」
に
到
着
。
と
て
も
雰
囲
気
の
良
い

お
店
で
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
は
混
ん
で
い
る

ら
し
い
。
柔
ら
か
い
肉
と
野
菜
の
美
味

し
い
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
を
頂
く
。 

 

今
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
桜
の
花
見

の
時
期
に
も
う
一
度
来
て
み
た
い
コ
ー

ス
で
あ
る
。
こ
こ
が
都
心
か
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
樹
木
が
多
く
、
ど
の
季
節
に

散
策
し
て
も
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と
思

っ
た
。
傘
を
さ
す
か
迷
う
く
ら
い
の
霧

雨
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
天
気
の

方
が
歩
く
に
は
疲
れ
な
い
と
先
生
は
話

し
て
お
ら
れ
た
。 

青
山
霊
園
・
桜
並
木 

       
 
 

 

       

● 

健
生
会
恒
例
納
涼
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

村
松 

千
鶴 

七
月
六
日
（
月
）
雨 

今
回
の
新
東
京
丸
の
、
東
京
港
め
ぐ 

り
は
、
生
憎
の
雨
の
中
、
会
員
外
九
名

を
含
め
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

練
馬
駅
で
集
合
。
通
勤
時
間
と
重
な

る
た
め
、
十
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
出
発
し
、
乗
船
場
で
合
流
し
ま

し
た
。 

大
正
時
代
開
港
し
た
東
京
港
は

日
々
進
化
し
首
都
圏
最
大
の
海
上
輸
送

の
拠
点
と
し
、
ま
た
日
本
を
代
表
す
る

国
際
貿
易
港
と
し
て
、
生
活
と
産
業
社

会
を
支
え
る
重
要
な
物
流
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

港
を
出
た
船
は
、
大
井
コ
ン
テ
ナ
埠 

頭
を
右
に
見
て
臨
海
ト
ン
ネ
ル
を
越
え 

新
海
面
処
分
場
埋
立
地
へ
と
。
そ
の
後 

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
り
、
埋 

め
立
て
た
ゴ
ミ
の
山
に
、
苗
木
を
植
え 

美
し
い
森
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
予
定
地
を
見
学
し
ま 

し
た
。
昼
食
は
つ
き
じ
植
む
ら
竹
芝
賓

館
で
ミ
ニ
懐
石
を
頂
き
、
歌
を
う
た
っ

た
り
く
じ
引
き
を
し
て
楽
し
み
、
終
始

和
や
か
な
納
涼
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

● 

歩
こ
う
会
報
告 

岡
田 

陽
子 

七
月
四
日
、
９
名
で
文
京
区
を
歩
い

て
き
ま
し
た
。 

飯
田
橋
駅
か
ら
ま
ず
、
小
石
川
後
楽

園
の
南
側
の
塀
を
壁
に
し
た
「
後
楽
緑

道
」
へ
。
雨
上
が
り
の
緑
が
さ
わ
や
か

で
し
た
。
植
物
に
名
前
の
札
が
付
い
て

い
た
り
、
途
中
の
資
料
館
に
後
楽
園
の

昔
が
わ
か
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
た

り
、
さ
す
が
文
京
区
都
市
景
観
賞
を
と

っ
た
、新
し
い
名
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

後
楽
園
ホ
ー
ル
の
野
球
見
物
に
来
た
人

混
み
の
中
を
抜
け
て
、文
京
区
役
所
へ
。 

 

一
階
の
受
付
で
ガ
イ
ド
さ
ん
（
阿
部

さ
ん
・
安
岡
さ
ん
）
と
合
流
し
た
。 

「
礫
川
（
こ
い
し
か
わ
）
の
寺
社
を
訪

ね
る
コ
ー
ス
」
は
、
ま
ず
源
覚
寺
の
閻

魔
様
に
。
寺
隣
の
居
酒
屋
「
え
ん
ま
や
」

に
は
何
度
か
来
て
い
る
け
れ
ど
、
閻
魔

様
に
お
参
り
は
初
め
て
。
願
掛
け
し
目

が
治
っ
た
老
婆
が
自
分
の
好
物
の
こ
ん

に
ゃ
く
を
供
え
「
こ
ん
に
ゃ
く
閻
魔
」

と
呼
ば
れ
る
と
の
謂
れ
を
知
っ
た
。 

次
に
、
善
光
寺
坂
を
上
っ
て
い
き
善

光
寺
へ
。
傳
通
院
の
塔
頭
と
し
て
創
建

さ
れ
、
信
濃
の
善
光
寺
の
分
院
と
な
っ

た
浄
土
宗
の
お
寺
。 

 

そ
し
て
、
お
隣
の
澤
蔵
司
（
た
く
ぞ

う
す
）
稲
荷
へ
。
澤
蔵
司
と
い
う
修
行

僧
が
学
寮
長
の
夢
枕
に
立
ち
、「
自
分
は

稲
荷
大
明
神
で
、
浄
土
宗
を
勉
強
し
た

お
礼
に
お
寺
を
守
る
の
で
、
稲
荷
を
祀

れ
」
と
の
お
告
げ
が
あ
り
、
伝
通
院
の

上
人
様
が
建
立
と
い
う
の
が
縁
起
。 

 

澤
蔵
司
が
傳
通
院
で
修
行
中
、
門
前

の
蕎
麦
屋
さ
ん
で
よ
く
蕎
麦
を
食
べ
、

主
人
も
亦
よ
く
そ
の
徳
を
慕
っ
て
蕎
麦

を
献
じ
て
供
養
し
た
と
か
。
そ
の
「
稲

荷
蕎
麦
萬
盛
」
が
今
も
営
業
し
て
い
る

と
聞
き
、
驚
き
。
史
実
と
神
話
と
現
代

が
く
っ
つ
い
て
い
て
不
思
議
な
感
じ
で

す
。  

 

江
戸
名
所
図
会
で
も
描
か
れ
て
い
る

有
名
な
椋
の
木
（
空
襲
で
の
焼
け
跡
が

あ
る
）
の
脇
を
通
っ
て
傳
通
院
へ
。
も

っ
と
広
大
な
敷
地
だ
っ
た
の
が
整
理
さ

れ
、
今
の
大
き
さ
に
。
こ
こ
の
墓
地
に

は
徳
川
将
軍
家
の
女
性
、
例
え
ば
家
康

の
母
の
於
大
の
方
や
、
千
姫
が
埋
葬
さ

れ
て
い
る
。お
線
香
を
手
向
け
な
が
ら
、

お
墓
に
お
参
り
し
た
。 

 

文
京
市
役
所
近
く
の
地
鶏
の
お
店

「
鳥
兆
」
で
釜
飯
の
昼
食
を
頂
き
ま
し

た
。
多
い
か
な
と
思
っ
た
の
に
、
ぺ
ロ

っ
と
食
べ
ら
れ
た
美
味
し
さ
で
し
た
。 

 

   

 

  

 

乃
木
大
将
の
墓 

大
久
保
利
通
の
墓 

乃
木
大
将
を
祀
る
乃
木
神
社 

乃
木
神
社
の
赤
坂
氷
川
神

社 
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「「
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
」 

 第
３
７
回 

 

高
田 

健
治 

「
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム 

大
統
領
と
少
年
ハ
ン
タ
ー
」 

ヘ
ル
シ
ン
キ
に
向
け
て
飛
行
中
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
専
用
機
が
テ
ロ
リ

ス
ト
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
、
人
里

離
れ
た
山
岳
地
帯
に
墜
落
、
大
統
領
は

一
命
を
と
り
と
め
る
が
山
に
身
を
ひ
そ

め
る
。
武
装
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
孤
立
無

援
の
大
統
領
捕
獲
大
作
戦
を
開
始
す
る
。

彼
に
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
た
の
は
鹿

狩
り
を
し
て
い
た
父
親
の
期
待
に
応
え

ら
れ
な
い
臆
病
な
１
３
歳
の
少
年
ハ
ン

タ
ー
だ
っ
た
。
大
統
領
と
少
年
に
は
奇

妙
な
友
情
が
芽
生
え
る
。 

名
優
サ
ミ
エ
ル･

Ｌ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

が
大
統
領
を
好
演
の
サ
バ
イ
バ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
。 

ア
メ
リ
カ 

 

監
督 

ヤ
ル
マ
リ
・
ヘ
ラ
ン
ダ
ー 

 

８
月
１
５
日
公
開 

 
 

星
四
つ 

「
１
５
歳
の
夏 

ソ
満
国
境
」 

 

東
日
本
大
震
災
の
一
年
後
仮
設
住
宅

に
住
む
中
学
３
年
生
の
敬
介
は
放
送
部

の
最
後
の
作
品
づ
く
り
に
悩
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
時
、
中
国
北
東
部
の
小
さ
な
村

か
ら
取
材
し
て
欲
し
い
と
の
招
待
状
が

舞
い
込
ん
だ
。
期
待
と
不
安
を
胸
に
部

員
５
人
と
中
国
に
旅
立
つ
。
招
待
主
、

村
の
長
老
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
の
は
６

７
年
前
ソ
連
と
満
州
の
国
境
近
く
に
勤

労
動
員
さ
れ
ソ
連
参
戦
に
よ
る
爆
撃
の

な
か
１
５
歳
の
少
年
１
２
０
名
の
過
酷

な
迄
の
逃
避
行
の
体
験
談
だ
っ
た
。 

戦
火
で
生
き
る
１
５
歳
、
現
代
に
生

き
る
１
５
歳
に
、
今
最
も
旬
な
若
手

俳
優
陣
が
総
結
集
、
長
老
を
田
中
泯
、

名
優
夏
八
木
勲
遺
作
と
な
る
脇
固

め
。
胸
打
つ
良
質
な
反
戦
映
画
。 

パ
ン
ド
ラ 

監
督 

松
尾
哲
也 

８
月
１
日 

公
開 
 
 

星
４
つ 

「
ロ
マ
ン
ス
」 

新
宿
、
箱
根
間
を
往
復
す
る
ロ
マ
ス

カ
ー
の
ト
ッ
プ
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
峰

子
は
あ
る
日
、
乗
客
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
名
乗
る
中
年
男
桜
庭
に
何
年

も
会
っ
て
い
な
い
母
親
か
ら
の
手
紙
を

読
ま
れ
て
し
ま
う
。
彼
に
背
中
を
押
さ

れ
母
親
を
探
す
こ
と
に
。
箱
根
の
景
勝

地
を
巡
る
峰
子
と
お
っ
さ
ん
の
小
さ
な

旅
が
始
ま
る
。 

元
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
リ
ー
ダ
ー
大
島
優
子

の
初
主
演
作
、
流
石
に
演
技
が
光
る
。 

大
倉
孝
二
が
と
ぼ
け
た
お
っ
さ
ん

を
好
演
。
心
温
ま
る
プ
チ
ト
リ
ッ
プ

ム
ー
ビ
ー
だ
。 

東
京
テ
ア
ト
ル 

監
督 

タ
ナ
ダ
ユ
キ 

８
月
２
９
日
公
開 

 
 

星
４
つ 

●
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」
報
告 

 
 
 

副
会
長 
 

保
坂 

武
雄 

第
５
回
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い

は
６
月
２
５
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。
当
日
の

内
容
や
感
想
は
大
江
戸
花
巡
り
の
市
川

さ
ん
と
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
の
荻
原
さ

ん
が
素
晴
ら
し
い
投
稿
を
下
さ
い
ま
し

た
、「
話
の
広
場
」を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

私
と
し
て
は
特
別
出
演
の
方
々
に
つ
い

て
記
し
報
告
と
致
し
ま
す
。 

塩
谷
靖
子
さ
ん
か
ら
青
木
会
長
を
通

し
て
健
生
会
員
の
皆
さ
ん
へ
素
晴
ら
し

い
ご
著
書
「
寄
り
道
人
生
で
拾
っ
た
も

の
」
を
頂
き
ま
し
た
。
塩
谷
さ
ん
の
記

述
は
舞
台
で
の
ト
ー
ク
と
同
様
、
淡
々

と
し
た
語
り
口
で
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

幼
い
頃
一
家
で
疎
開
し
た
鳥
取
県
の
片

田
舎
で
ま
だ
目
が
見
え
て
い
た
頃
の
感

受
性
の
強
い
少
女
の
記
憶
は
鮮
明
で
す
。

い
ず
れ
失
明
す
る
事
を
知
っ
て
い
た
御

両
親
の
配
慮
も
失
明
し
た
瞬
間
ま
で
も

事
実
と
し
て
淡
々
と
述
べ
て
い
ま
す
。   

中
学
、
高
校
か
ら
大
学
、
そ
し
て
就

職
、
結
婚
、
子
育
て
か
ら
退
社
ま
で
は

必
ず
し
も
思
い
通
り
の
一
本
道
で
は
無

か
っ
た
よ
う
で
す
。
退
職
後
幼
い
頃
か

ら
の
音
楽
へ
の
憧
れ
が
４
０
歳
を
過
ぎ

て
叶
い
ま
す
。
圧
巻
は
「
奏
楽
堂
コ
ン

ク
ー
ル
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
東
京
芸

大
を
中
心
と
す
る
音
大
出
身
者
の
中
で

一
次
、
二
次
の
予
選
を
勝
ち
抜
く
様
子

や
そ
の
入
念
な
準
備
や
努
力
は
壮
絶
で

す
ら
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
日

本
歌
謡
ま
で
の
多
彩
さ
も
マ
イ
ク
な
し

の
声
が
会
場
の
隅
々
ま
で
ク
リ
ア
ー
に

行
き
渡
る
の
も
、
こ
の
訓
練
の
賜
で
し

ょ
う
。 

実
に
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
の
は

「
折
々
の
鳥
の
歌
」
と
「
折
々
の
草
む

ら
の
歌
」
の
章
で
す
。
バ
ー
ド
・
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
な
ら
ぬ
バ
ー
ド
・
リ
ス
ニ
ン

グ
と
昆
虫
・
リ
ス
ニ
ン
グ
で
す
。
１
０

０
種
類
の
鳥
の
声
や
数
十
種
類
の
虫
の

声
を
聴
き
分
け
る
塩
谷
さ
ん
に
と
っ
て

は
音
楽
で
歌
な
の
で
す
。
実
に
詳
し
く

実
に
楽
し
げ
で
す
。 

＊
ご
著
書
を
読
み
た
い
方
に
お
回
し
し

ま
す
。
区
の
図
書
館
に
も
有
り
ま
す
。 

瀬
川
乙
女
さ
ん
に
は
、
現
役
で
超
ご

多
忙
な
中
こ
ち
ら
の
事
情
で
、
た
っ
た

２
か
月
前
に
出
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

半
年
ほ
ど
前
に
青
木
会
長
と
芸
術
文
化

会
館
で
拝
見
し
た
の
は
華
や
か
で
若
々

し
い
「
藤
娘
」
で
し
た
が
、
健
生
会
予

算
で
は
着
付
け
も
化
粧
も
不
可
能
な
た

め
今
回
の
曲
目
に
な
り
ま
し
た
。
全
く

異
な
る
引
き
締
ま
っ
た
舞
台
に
幽
玄
な

世
界
を
演
じ
大
好
評
で
、
全
く
別
の
瀬

川
さ
ん
を
拝
見
し
ま
し
た
。
又
、
彼
女
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の
２
０
年
来
の
お
弟
子
、
森
田
赳
人
さ

ん
の
舞
台
は
堂
々
と
し
て
拍
手
喝
采
で

し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で
瀬
川
さ
ん
は
驚

く
ほ
ど
厳
し
く
指
導
し
、
舞
台
の
右
か

ら
左
の
端
ま
で
幅
広
く
動
く
よ
う
手
を

と
っ
て
示
し
て
い
ま
し
た
。
８
歳
の
頃

か
ら
、
日
本
舞
踊
の
静
か
な
中
に
力
強

く
ス
ピ
ー
デ
イ
で
正
確
な
所
作
が
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
で
の
金
、
銀

メ
ダ
ル
に
結
び
付
い
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
瀬
川
さ
ん
は
チ
ャ
リ
テ
イ
協
会

で
は
多
く
の
障
害
者
の
美
術
活
動
を
支

援
し
、
個
人
と
し
て
は
ご
自
宅
で
障
害

者
を
中
心
に
日
本
舞
踊
を
指
導
、
多
く

の
保
護
者
（
大
体
は
お
母
さ
ん
）
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
瀬
川
さ
ん
を
健
生
会
会
員
に
お

誘
い
し
た
経
緯
や
ご
一
緒
に
行
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

話
の
ひ
ろ
ば 

  

第
五
回
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」 

大
江
戸
花
め
ぐ
り 

主
宰 

 

市
川 

光
男

「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」
は
大
成

功
で
し
た
ね
！
あ
っ
と
い
う
間
に
終
演

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

一
番
の
印
象
は
出
演
さ
れ
て
い
る

皆
様
、
そ
し
て
観
客
席
に
お
ら
れ
る

方
々
が
生
き
生
き
し
て
、
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
大
変
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。
ま
さ
し
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
楽
し
い
集
い
」
そ

の
物
で
し
た
。
日
頃
か
ら
、「
み
ん
な
の

お
ん
が
く
か
い
」
を
め
が
け
て
練
習
を

重
ね
て
こ
ら
れ
た
方
々
、受
付
、司
会
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
な
ど
担
当
さ
れ
ま
し

た
役
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

関
係
者
の
共
同
作
業
の
お
蔭
で
「
み
ん

な
の
お
ん
が
く
か
い
」
が
楽
し
い
会
に

な
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
「
栢
の
実
合
唱
団
」
に
は
指

揮
者
が
お
ら
れ
な
い
の
に
音
が
ず
れ
な

い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
指
笛
学
友
会
の

音
量
は
凄
い
の
一
言
で
、
座
席
の
最
後

列
に
も
ビ
ン
ビ
ン
響
い
て
き
ま
し
た
。

男
性
だ
け
で
は
な
く
女
性
も
活
躍
さ
れ

て
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
練
馬
シ
ル
バ

ー
コ
ー
ラ
ス
の
４
曲
も
良
か
っ
た
で
す
。 

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
サ
ン
ラ
イ
フ
の
皆

様
の
演
奏
は
プ
ロ
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

ま
し
た
。
よ
ほ
ど
練
習
を
重
ね
な
い
と

あ
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
ま
せ
ん
。 

第
二
部
の
塩
谷
靖
子
さ
ん
の
ソ
プ

ラ
ノ
・
多
衣
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
そ

れ
は
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
出
来
で
聞
き

惚
れ
て
い
ま
し
た
。 

第
三
部
の
日
本
舞
踊
は
日
本
の
美

そ
の
も
の
で
し
た
。
所
作
の
美
し
さ
、

着
物
の
上
品
さ
に
観
客
席
の
目
は
舞
台

に
釘
づ
け
で
し
た
。、会
場
が
き
り
っ
と

し
ま
り
ま
し
た
ね
、
長
唄
と
踊
り
に
・
・ 

時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
た
楽
し
い

楽
し
い
充
実
し
た
「
み
ん
な
の
お
ん
が

く
か
い
」
で
し
た
。 

 ♪ 

練
馬
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス   

 

荻
原 

冨
貴
子 

 

今
年
で
第
五
回
目
を
迎
え
た
健
生

会
主
催
の「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」

に
は
三
十
二
名
出
演
、
急
き
ょ
体
調
不

良
で
二
名
出
演
出
来
ず
残
念
で
し
た
が
、

来
年
に
向
か
っ
て
み
ん
な
揃
っ
て
出
演

出
来
る
様
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
何
し
ろ

皆
、
何
年
も
続
け
て
い
て
、
殆
ど
が
七

十
歳
以
上
に
な
り
心
身
共
々
疲
れ
が
出

て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ダ
メ
ダ

メ
も
う
一
度
・
・
の
郁
子
先
生
の
「
執

念
と
情
熱
」
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
一
生

懸
命
で
し
た
。
苦
し
み
を
乗
り
越
え
な

い
と
楽
し
く
良
い
合
唱
に
は
な
ら
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

郁
子
先
生
、
利
佳
子
先
生
、
両
先
生

の
細
や
か
な
ご
指
導
の
お
陰
で
本
番
で

は
な
ん
と
か
歌
う
事
が
出
来
て
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
両
先
生
も
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

素
敵
な
ド
レ
ス
で
ス
テ
ー
ジ
も
一
段
と

華
や
い
で
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。 

又
、
今
回
感
動
し
た
の
は
第
二
部
の 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
塩
谷
靖
子
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
歌
声
で
し
た
。
九
曲
を
独
唱

さ
れ
、
そ
の
中
の
マ
イ
・
ウ
エ
イ
は
、

い
と
し
の
マ
イ
・
ウ
エ
イ
と
し
て
ご
自

分
で
作
詞
さ
れ
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

ご
主
人
へ
の
感
謝
の
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
聴
い
て
い
て
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
お

嬢
さ
ん
の
塩
谷
多
衣
さ
ん
で
、
親
子
で

音
楽
の
共
演
が
出
来
る
の
は
素
晴
ら
し

い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
多
才
な
方
な

の
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て

企
業
に
勤
め
、
お
子
様
二
人
を
育
て
上

げ
、
そ
の
上
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も

活
躍
し
、
何
度
も
入
賞
さ
れ
た
と
の
事

で
す
。
閉
幕
後
、
出
口
で
ご
挨
拶
し
て

感
想
を
申
し
上
げ
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ
握

手
し
て
下
さ
り
「
私
、
七
十
一
歳
で
す

け
ど
私
よ
り
年
下
？
」
と
お
っ
し
ゃ
る

の
で
、
ず
ー
と
年
上
で
す
ヨ
。
と
言
い

ま
す
と
楽
し
そ
う
に
は
っ
は
っ
は
っ
と

笑
わ
れ
る
盲
目
の
歌
姫
は
と
て
も
明
る

い
、
気
さ
く
な
お
人
柄
で
し
た
。 

日
本
舞
踊
の
七
福
神
を
舞
わ
れ
た

森
田
赳
人
さ
ん
も
然
り
、身
の
こ
な
し
、
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扇
子
さ
ば
き
も
見
事
で
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
で
培
わ
れ
た
賜
物
で
し
ょ
う
か
。
舞

踊
と
ス
ポ
ー
ツ
を
、両
立
さ
せ
な
が
ら
、

海
外
に
も
進
出
さ
れ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
跳
馬
で
銀
、
床
で
金

を
受
賞
し
た
と
の
事
。
知
的
障
害
が
あ

り
な
が
ら
も
真
摯
な
態
度
で
立
ち
向
か

う
姿
勢
に
は
感
銘
し
ま
し
た
。 

健
生
会
は
素
晴
ら
し
い
ア
ー
チ
ス

ト
を
次
々
発
掘
し
て
下
さ
い
ま
す
。 

役
員
の
皆
様
の
感
性
と
ご
努
力
に

よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

充
実
し
た
心
温
ま
る
一
日
で
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                 

                                 

                                 
 

 

                                 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い 

出
演
グ
ル
ー
プ
の
写
真 

開演のあいさつ・青木会長 

ハーモニック・サンライフ 

 

指笛楽友会 

ソプラノ歌唱・塩谷靖子＆ピアノ伴奏・塩谷多衣 栢の実合唱団 

練馬シルバー・コーラス 

観覧席 



7 

 

    

 

                                 

「
７
月
役
員
会
報
告
」 

２
日
（
木
）
コ
コ
ネ
リ
・
研
修
室
４ 

出
席
者
＝ 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

菅
原
美
佐
子 

土
橋
昌
子 

村
松
千
鶴 

内
田
ま
さ
子 

西
山
重
和 

司
会 

 

土
橋
昌
子 

★
５
月
２
５
日
（
木
）「
み
ん
な
の
お
ん

が
く
か
い
」
の
感
想
と
反
省
点
な
ど
、

話
し
合
っ
た
。
開
演
中
、
扉
の
開
け
閉

め
が
多
す
ぎ
た
。
出
演
者
も
気
に
な
る

と
思
う
の
で
、
検
討
事
項
と
す
る
。 

今
回
、
全
グ
ル
ー
プ
良
か
っ
た
！ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
に
書
い
て
あ
る
よ

う
に
ま
さ
に「
楽
し
い
集
い
」で
し
た
。 

等
々
、
皆
さ
ん
感
想
を
述
べ
て
帰
ら
れ

ま
し
た
。
来
年
も
、
今
回
の
よ
う
に
企

画
を
考
え
た
い
。 

そ
の
他
参
加
者
の
人
数
の
確
認
、
社
協

と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
書

類
の
担
当
者
の
確
認
を
し
た
。 

★
６
月
２
７
日
（
土
）
大
江
戸
花
め
ぐ

り
は
１
１
名
で
曇
り
、
時
々
霧
雨
程
度

だ
っ
た
の
で
、
暑
く
な
く
、
気
持
良
く

歩
け
た
。
青
山
の
歴
史
の
一
部
を
知
る

事
が
出
来
有
意
義
だ
っ
た
。 

★
６
月
１
７
日
（
水
）
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ 

映
画
鑑
賞
、
海
街
Ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
は
９
名

参
加
。 

★
７
月
６
日
（
月
）
新
東
京
丸
で
東
京

港
一
周
の
参
加
者
４
０
名
、
人
数
が
多

く
朝
の
混
雑
時
だ
っ
た
の
で
、
集
ま
っ

た
順
番
に
２
名
役
員
が
付
き
、
１
０
名

が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
電
車
に
乗
る
こ

と
に
し
た
。 

★
７
月
２
９
日
（
水
）
カ
レ
ー
昼
食
会 

に
つ
い
て
準
備
の
話
し
合
い
を
し
、
役

員
は
九
時
半
に
集
ま
る
こ
と
に
し
た
。 

★
大
和
証
券
助
成
金
に
つ
い
て
は
９
月

が
締
め
切
り
な
の
で
、
そ
れ
迄
、
具
体

的
に
事
業
内
容
を
決
め
る
。 

★
健
康
連
絡
会
の
林
玲
子
会
長
が
役
職

を
勇
退
し
た
の
で
、
今
後
の
人
事
を
決

め
る
。
健
生
会
か
ら
は
今
度
西
山
事
務

局
長
が
毎
月
の
会
合
に
出
席
す
る
。 

★
「
繭
の
会
」
の
今
後
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
持
つ
こ
と
に
決
ま
る
。 

★
８
月
に
ユ
ー
ス
内
容
の
確
認
・
菅
原 

 
 

〃 

行
事
予
定
の
確
認 

・
内
田 

■
８
月 

役
員
会 

 

３
日
（
月
）） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

司
会
・
小
坂 

 
 
 
 

校
正 

 
 
 

２
０
日（
木
） 

印
刷 

発
送 

２
７
日（
木
） 

 
 
 
 
 
 

文
責 

内
田
（
稚
） 

  

  

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】 

６
月
２
２
（
土
）
コ
コ
ネ
リ 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

菅
原
美
佐
子 

内
田
稚
代 

土
橋
昌
子 

村
松
千
鶴 

岡
田
陽
子 

中
村 

清 

内
田
ま
さ
子 

 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】 

６
月
２
６
日
（
金
）
学
習
セ
ン
タ
ー 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

保
坂
武
雄 

西
山
重
和 

内
田
ま
さ
子 

村
松
千
鶴 

中
村 

清 

八
木
ふ
み
子 

橋
本 

光 

葛
谷
豊
子 

石
毛
栄
子 

落
合
澄
子 

今
村
安
江 

高
橋
保
孝 

高
山
節
子 

嶋
木
和
子 

土
橋
昌
子 

 

◆
「 

安
心
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

７
月
・
南
町
小
学
校 

内
田
稚
代 

内
田
ま
さ
子 

 

◆
「
中
西
っ
子
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

７
月
・
中
西
小
学
校 

坂
根
洋
子 

内
田
稚
代 

 

ご
寄
附 

山
賀 

正
道 

様 

舟
波 

幸
子 

様 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

       

ご
寄
附 

 
 

山
賀 

正
道 

様 

 
 

舟
波 

幸
子  

様 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

  

日本舞踊  長唄七福神  森田赳人 日本舞踊 長唄寿（月やあらぬ） 瀬川乙女 
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◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 

（
７
月
・
小
茂
根
） 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

篠
崎
玲
子 

八
木
ふ
み
子 

 

菅
原
美
佐
子 
大
久
保
晴
子 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 

（
７
月
１
０
日
） 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
階 

 
 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
３
０
人
分 

土
橋
昌
子 

小
林
良
子 

清
水
マ
ツ
子 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」 

厚
生
文
化
会
館 

７
月
・
出
席
者 

 

３
日 

１
４
名 

 
 
 
 
 
 
 

１
７
日 

１
４
名 

７
月
現
在
・
会
の
メ
ン
バ
ー
紹
介 

石
毛
栄
子
・
市
原
澄
子
・
内
田
ま
さ
子 

大
矢
芳
子
・
葛
谷
豊
子
・
島
田
フ
サ
子 

熊
谷
節
子
・
澤
田
政
子
・
志
村
松
枝 

田
中
節
子
・
千
葉
ア
キ
・
津
村
ち
か
子 

橋
本 

光
・
松
島
久
米
・
岡
安
良
子 

柳
井
田
芳
子 

 

俳
句 

 
 
 

中
村 

清 

無
口
の
子
草
笛
上
手
に
吹
き
て
去
る 

旅
立
つ
や
う
ち
の
子
も
又
子
燕
も 

か
っ
こ
う
啼
く
岳
麓
の
宿
後
に
す
る 

遺
骨
な
き
亡
兄
の
墓
標
や
八
月
来
る 

 

捩
り
花
我
が
身
の
内
に
あ
り
を
知
る 

                     

 

 

 

   
  

編 

集 

後 

記 

 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 

 

  

 

  

※８月・お休みのサークル 

      歩こう会・まゆの会・やすらぎ会・シネマクラブ        

ナベさんの湧くわく講座・ナベさんの湧くわく囲碁講座 

◆明和会：合同親睦会の詳しくはニュースに入れたチラシを参照して 

     申し込んでください。 

２０１５年（２７年度）  8 月 行 事 案 内  

▼ ３日（月）１０：００「役員会」ココネリ研修室３ 

▼ ５日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ７日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ ８日（土）１４：３０受付（セミナー） １８：００～（明和会合同親睦会） 

▼ ８日（土）１０：００「自彊術」毎週土曜日・４回 桜台地域集会所（環７脇の出張所２F） 

▼１４日（金）１０：００「きらら生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター 

▼１９日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼２０日（木）１０：００「ニュース校正」ココネリ研修室５ 

▼２１日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療センター 

▼２１日（金）１０：００「練馬健康連絡会」豊玉保健相談所 

▼２７日（木）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター 第１会議室 

   

 

編 

集 

後 

記 

 

今
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
は
図
ら
ず
も
、
６

月
２
５
日
に
行
わ
れ
た
第
五
回
「
み
ん
な

の
お
ん
が
く
か
い
」
特
集
号
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
話
の
ひ
ろ
ば
に
投
稿
し
て
く

だ
さ
っ
た
市
川
先
生
、
荻
原
さ
ん
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
心
か
ら

の
自
発
的
投
稿
は
ニ
ュ
ー
ス
の
層
を
厚
く

し
、
ま
た
、
役
員
の
労
苦
を
吹
き
飛
ば
し

て
下
さ
い
ま
す
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様
の
ご
病
気

や
、
ご
家
族
の
ご
病
気
、
ご
入
院
、
ま
た

身
体
の
不
調
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
心
配
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の

暑
い
夏
を
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
、
休
養

し
、
秋
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。 

健
生
会
の
行
事
は
８
月
は
お
休
み
で
す

が
、
お
し
め
た
た
み
、
カ
レ
ー
つ
く
り
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
は
、
暑
い
最
中

も
お
休
み
な
く
行
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は

本
当
に
有
難
く
、
感
謝
で
す
。 

会
員
の
方
か
ら
日
帰
り
旅
行
の
場
所
な

ど
に
つ
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
持
参
で
お

薦
め
場
所
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
ん
な
良
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
よ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。  

秋
に
は
皆
様
と
楽
し
い
日
帰
り
旅
行
を

楽
し
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

Ｒ
．
Ａ
． 

 

 

 
 

 

 


